
灯

り

ま

つ

り

実
行
委
員
募
集

　
夏
に
開
催
す
る
小
平
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド

灯
り
ま
つ
り
の
企
画
や
準
備
、
当
日
の
会

場
運
営
な
ど
を
す
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

t
月
１
・
２
回
の
会
議
、
準
備
作
業
、
８

月
２
日
㈯
に
予
定
し
て
い
る
灯
り
ま
つ
り

に
参
加
で
き
る
団
体
ま
た
は
個
人

※
会
議
は
お
お
む
ね
月
曜
・
火
曜
日
の
午

前
に
開
催
し
ま
す
。

m
２
月
２８
日
㈮
ま
で
に
、
産
業
振
興
課
へ

☎
０４２（
３
４
６
）９
５
８
１

市
民
活
動
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座

▪
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
子
ど
も
た
ち

と
向
き
合
う
市
民
活
動
と
は
？

　
デ
ジ
タ
ル
社
会
で
育
っ
た
こ
ど
も
た
ち

と
の
効
果
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
、
地
域
全
体
で
こ
ど
も
た
ち
の
成
長
を

支
え
る
市
民
活
動
に
つ
い
て
、
東
京
学
芸

大
学
の
北
澤
武
さ
ん
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
利
点
と
リ
ス
ク
も
踏
ま
え
な
が
ら
学

び
ま
す
。

d
３
月
２２
日
㈯　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

b
小
平
元
気
村
お
が
わ
東
２
階
第
二
会
議

室t
こ
ど
も
た
ち
の
未
来
に
関
心
の
あ
る
団

体
や
市
内
在
住
の
方
、
テ
ー
マ
に
関
心
の

あ
る
方

c
２０
人

※
保
育
あ
り
ま
す
。

m
２
月
２０
日
㈭
か
ら

３
月
１８
日
㈫
ま
で

に
、
h
（
下
図
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
）
へ
（
先
着
順
）

h
小
平
あ
す
ぴ
あ

i
小
平
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
す
ぴ

あ
☎
０４２（
３
４
８
）２
１
０
４

け
や
き
青
年
教
室

参

加

者

募

集

　
軽
度
の
知
的
障
が
い
の
あ
る
青
年
を
対

象
に
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、野
外
活
動
、

音
楽
、
遠
足
な
ど
で
交
流
し
ま
す
。
友
達

を
つ
く
り
、一
緒
に
学
び
合
い
ま
せ
ん
か
。

d
４
月
〜
令
和
８
年
３
月
の
土
曜
日
ま
た

は
日
曜
日　
午
前
９
時
３０
分
〜
正
午　
年

１５
回
程
度

※
活
動
内
容
に
よ
り
、
時
間
は
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

b
中
央
公
民
館
ほ
か

s
年
４
百
円

※
参
加
行
事
に
よ
っ
て
実
費
負
担
あ
り
。

t
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

▽
市
内
在
住
で
、
原
則
と
し
て
軽
度
の
知

的
障
が
い
の
あ
る
１６
〜
３０
歳
で
、
一
人
で

公
民
館
ま
で
来
る
こ
と
が
で
き
る
方
（
特

別
支
援
学
校
に
在
学
の
方
を
除
く
）

▽
令
和
６
年
度
の
受
講
者

c
５０
人

m
３
月
１５
日
㈯
ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
に
、
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
は

「
け
や
き
青
年
教
室
申
込
み
」
と
明
記
の

う
え
、氏
名
（
ふ
り
が
な
）、年
齢
、住
所
、

電
話
番
号
、
愛
の
手
帳
度
数
を
問
合
せ
先

へ
（
電
話
・
電
子
メ
ー
ル
可
）

▪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
活
動
の
補
助
や
遠
足
の
付
き
添
い
な
ど

を
し
ま
す
。
専
門
知
識
や
経
験
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

謝
礼
１
回
１
千
円
（
交
通
費
は
あ
り
ま
せ

ん
）

i
中
央
公
民
館
☎
０４２（
３
４
１
）０
８
６

１
、
Akominkan-koza@city.koda

ira.lg.jpＡ
Ｉ
時
代
に
お
け
る

こ
ど
も
の
読
書
と

学
校
図
書
館
の

役
割
を
考
え
る

講
演
会

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
が
進
む
現
在
、
こ
ど
も
た

ち
に
求
め
ら
れ
て
い
る
力
と
は
何
か
、
読

書
は
な
ぜ
必
要
か
な
ど
を
、
全
国
学
校
図

書
館
協
議
会
学
校
図
書
館
ス
ー
パ
ー
バ
イ

ザ
ー
の
福
田
孝
子
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

d
３
月
１
日
㈯　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

３０
分　
１
時
開
場

b
中
央
図
書
館
３
階
視
聴
覚
室

t
市
内
在
住
の
中
学
生
以
上
の
方

※
未
就
学
児
の
入
場
は
不
可
。

c
６０
人

j
小
平
市
子
ど
も
文
庫
連
絡
協
議
会
、
小

平
市
教
育
委
員
会

m
２
月
２８
日
㈮
の
午
後
５
時
ま
で
に
、
東

京
共
同
電
子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス
（
３

面
欄
外
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
へ
（
先
着
順
）

i
中
央
図
書
館
☎
０４２（
３
４
５
）１
２
４
６

忘
れ
な
い
３
・
１１
展

　
平
成
２３
年
３
月
１１
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
か
ら
１４
年
。
能
登
半
島
地
震
か

ら
は
１
年
。
被
災
地
は
今
ど
う
な
っ
て
い

る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
。
催
し
を
通
し

て
、
あ
な
た
の
大
切
な
人
や
生
活
を
守
る

た
め
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
き
っ
か
け

に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

d
３
月
１１
日
㈫
〜
１６
日
㈰　
午
前
１０
時
〜

午
後
８
時
（
１１
日
は
午
後
１
時
か
ら
、
１６

日
は
午
後
５
時
ま
で
）

b
中
央
公
民
館

n
震
災・防
災
に
関
す
る
展
示
、煙
体
験・

消
火
器
体
験
、
ビ
デ
オ
上
映
、
映
画
上
映

会
、
避
難
所
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
ほ
か

i
忘
れ
な
い
３
・
１１
展
実
行
委
員
会
・
奥

野
☎
０９０（
２
４
０
２
）５
７
０
４

認
可
外
保
育
施
設
な
ど
を

利

用

す

る

児
童
の
保
護
者
へ
の
補
助

補
助
金
の
申
請
を

　
令
和
６
年
度
後
期
分
（
令
和
６
年
１０
月

〜
令
和
７
年
３
月
分
）
の
、
認
可
外
保
育

施
設
な
ど
を
利
用
す
る
児
童
の
保
護
者
へ

の
補
助
金
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。補
助
内
容
は
、左
表
の
と
お
り
で
す
。

※
い
ず
れ
も
市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
期

間
に
限
り
ま
す
。

※
小
平
市
以
外
の
施
設
を
利
用
し
て
い
る

方
も
、
対
象
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

m
４
月
４
日
㈮
ま
で（
消
印
有
効
）に
、
必

要
書
類
を
問
合
せ
先
へ
持
参
ま
た
は
送
付

※
認
可
外
保
育
施
設
な
ど
を
利
用
す
る
児

童
の
保
護
者
へ
の
補
助
金
を
申
請
す
る
方

で
、
必
要
書
類
が
期
限
ま
で
に
提
出
で
き

な
い
場
合
は
、
別
途
提
出
期
限
を
設
け
ま

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪
保
育
施
設
な
ど
に
在
籍
し
て
い
な
い
こ

ど
も
の
保
護
者
の
方
へ

　
認
可
保
育
園
な
ど
の
施
設
に
在
籍
せ

ず
、
一
時
預
か
り
事
業
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
な
ど
を
中
心

に
利
用
し
、
保
育
の
必
要
性
の
認
定
（
子

育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
認
定
）

を
受
け
て
い
る
０
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
こ

ど
も
が
い
る
世
帯
は
、
幼
児
教
育
・
保
育

の
無
償
化
の
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
対
象
期
間
（
後
期
分
）
は
、
令
和
６
年

１０
月
か
ら
令
和
７
年
３
月
分
ま
で
の
６
か

月
分
で
す
。︱

︱
共
　
通
︱
︱

※
必
要
書
類
は
問
合
せ
先
に
あ
る
ほ
か
、

小
平
市
h
（
ＩＤ
１
０
８
５
４
３
）
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

i
保
育
課
☎
０４２（
３
４
６
）９
６
４
５

令
和
７
年
４
月
採
用

会
計
年
度
任
用
職
員

会
計
年
度
任
用
職
員

（
専
門
職
）
募
集

（
専
門
職
）
募
集

　
職
種
・
採
用
予
定
人
数
な
ど
は
、
左
表

の
と
お
り
で
す
。

※
勤
務
時
間
な
ど
、
詳
し
く
は
募
集
要
項

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

提
出
書
類
採
用
申
込
書
（
縦
４
㌢
㍍
×
横

３
㌢
㍍
の
写
真
を
貼
っ
た
も
の
）、
受
験

票
、
返
信
用
封
筒
（
本
人
の
宛
先
を
記
載

し
、
百
１０
円
切
手
を
貼
っ
た
も
の
）、
左

表
５
〜
８
の
職
種
は
、
資
格
を
証
明
す
る

書
類
の
写
し

募
集
要
項
・
申
込
書
の
配
布
２
月
２７
日
㈭

ま
で
、問
合
せ
先（
市
役
所
３
階
）、東
部・

西
部
出
張
所
で
配
布

※
小
平
市
h
（
ＩＤ
１
１
７
８
３
７
）
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

m
２
月
２７
日
㈭
ま
で
に
、
提
出
書
類
を
問

合
せ
先
へ
（
送
付
可
）

i
職
員
課
☎
０４２（
３
４
６
）９
５
１
４

犬
・
猫
と
楽
し
く

暮
ら
し
て
い
く
た
め
に

　
飼
い
主
は
動
物
の
本
能
や
習
性
な
ど
を

理
解
し
、
責
任
を
持
っ
て
適
正
に
飼
育
し

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

▪
犬
に
ル
ー
ル
を
教
え
ま
し
ょ
う

　
散
歩
を
す
る
と
き
は
、
リ
ー
ド
に
つ
な

ぎ
、
適
正
な
長
さ
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

　
犬
の
ト
イ
レ
は
事
前
に
済
ま
せ
、
散
歩

中
に
ふ
ん
を
し
た
と
き
は
、
家
ま
で
持
ち

帰
る
こ
と
が
飼
い
主
の
責
任
で
す
。

▪
犬
は
必
ず
登
録
し
ま
し
ょ
う

　
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装
着
し
て
い
る
犬

を
新
し
く
飼
う
方
は
、指
定
登
録
機
関（
日

本
獣
医
師
会
）
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

変
更
登
録
申
請
が
必
要
で
す
。
マ
イ
ク
ロ

チ
ッ
プ
を
装
着
し
て
い
な
い
犬
は
問
合
せ

先
で
登
録
手
続
き
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
、
小
平
市
h
（
ＩＤ
９
８
２
６
６
、
１
３

５
０
９
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▪
犬
に
は
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ

ま
し
ょ
う

　
毎
年
一
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
３
月

末
頃
に
飼
い
主
に
送
付
す
る
案
内
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

▪
猫
の
飼
育
は
屋
内
で

　
猫
は
、
交
通
事
故
や
感
染
症
予
防
の
た

め
に
も
屋
内
で
飼
育
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
屋
外
に
出
す
こ
と
で
、
ふ
ん
な

ど
に
よ
り
、
周
辺
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

▪
不
妊
・
去
勢
手
術

　
繁
殖
を
望
ま
な
い
場
合
は
実
施
し
ま
し

ょ
う
。
不
妊
・
去
勢
手
術
を
す
る
と
性
質

が
お
と
な
し
く
な
り
、
扱
い
や
す
く
な
る

ほ
か
、
生
殖
器
系
の
病
気
の
予
防
に
も
な

り
ま
す
。

▪
動
物
の
遺
棄
・
虐
待
は
犯
罪
で
す

　
愛
護
動
物
の
遺
棄
や
虐
待
は
動
物
愛
護

管
理
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
動
物
を

飼
う
場
合
は
、
最
期
ま
で
責
任
を
持
っ
て

飼
育
し
て
く
だ
さ
い
。

※
動
物
の
飼
育
や
し
つ
け
に
関
す
る
こ
と

は
、
東
京
都
動
物
愛
護
相
談
セ
ン
タ
ー
多

摩
支
所
（
☎
０４２（
５
８
１
）７
４
３
５
）
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▪
災
害
に
備
え
て

　
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
ま
ず
は
人
命

第
一
で
す
。
飼
い
主
が
無
事
で
な
け
れ
ば

動
物
は
災
害
を
乗
り
切
れ
ま
せ
ん
。
家
が

壊
れ
た
り
し
て
避
難
す
る
時
は
、
事
情
の

許
す
限
り
ペ
ッ
ト
を
同
行
し
て
避
難
し
て

く
だ
さ
い
。
ふ
だ
ん
か
ら
人
や
ほ
か
の
動

物
を
怖
が
ら
な
い
、
嫌
が
ら
ず
に
ケ
ー
ジ

に
入
る
、
ト
イ
レ
は
決
め
ら
れ
た
場
所
で

す
る
な
ど
の
し
つ
け
を
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
ペ
ッ
ト
の
た
め
の
防
災
用
品
（
５
日

分
以
上
の
食
事
と
水
な
ど
）
も
用
意
を
し

ま
し
ょ
う
。

i
環
境
政
策
課
☎
０４２（
３
４
６
）９
５
３
６

対象施設
対象児童 月額（上限額）

（児童 １人に
つき）クラス年齢 世帯順位 補助要件

認可外保育施設

※�東京都認証保
育所、小平市
認定家庭福祉
員および定期
利用保育事業
を除く。

０歳～ ２歳児

第 １子
施設等利用給付
認定（新 ３号）
のある児童（非
課税世帯のみ）

４２,０００円

第 ２子以降

就労、介護、看
護、就学、疾病
などの理由で保
育を必要として
いると認められ
ること

６７,０００円

３ 歳～ ５歳児
第 １子 施設等利用給付

認定（新 ２号）
のある児童

３７,０００円

第 ２子以降 ５７,０００円

一時預かり事業

ファミリー・サ
ポート・センタ
ー事業など

０歳～ ２歳児

第 １子から

施設等利用給付
認定（新 ３号）
のある児童（非
課税世帯のみ）

４２,０００円

３ 歳～ ５歳児
施設等利用給付
認定（新 ２号）
のある児童

３７,０００円

職　
　
種

採
用
予

定
人
数

主
な
勤
務
内
容

応
募
資
格

１

自
転
車
対
策

１
人

放
置
自
転
車
等
撤
去
作
業
、
伝
票
整

理
事
務
、
通
知
書
作
成
な
ど

週
４
日
勤
務
（
交
代
勤
務
）

２

エ
デ
ュ
ケ
ー
シ

ョ
ン
・
ア
シ
ス

タ
ン
ト

７
人

小
学
校
の
各
学
級
経
営
に
お
け
る
副

担
任
相
当
の
業
務

週
４
日
程
度
勤
務

３

副
校
長
補
佐

若
干
名

小
・
中
学
校
で
の
副
校
長
補
佐
業
務

週
４
日
程
度
勤
務

４

公
民
館
管
理

（
分
館
）

１
人

公
民
館
（
分
館
）
の
管
理
、
警
備
事

務
な
ど

週
２
～
４
日
勤
務
（
交
代
勤
務
）

５

介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
指
導
員

１
人

介
護
報
酬
の
算
定
に
関
す
る
相
談
・

点
検
・
指
導
業
務
な
ど

週
４
日
勤
務

介
護
支
援
専
門
員
ま

た
は
社
会
福
祉
士
の

資
格
を
有
す
る
方

６

認
定
調
査
員

１
人

介
護
認
定
に
関
す
る
調
査
・
調
査
票

の
作
成
な
ど

週
４
日
勤
務

介
護
支
援
専
門
員
、

保
健
師
、
看
護
師
、

社
会
福
祉
士
ま
た
は

介
護
福
祉
士
の
い
ず

れ
か
の
資
格
を
有
す

る
方
で
、
介
護
保
険

認
定
調
査
の
経
験
が

あ
る
方

７

保
育
園
保
育
士

（
半
日
）

１
人

喜
平
保
育
園
で
の
保
育
業
務

週
６
日
勤
務
（
午
前
中
の
み
）

保
育
士
の
資
格
を
有

す
る
方

８

朝
・
夕

保
育
福
祉
員

若
干
名

市
立
保
育
園
で
の
保
育
業
務

週
６
日
以
内
（
交
代
勤
務
）

東
京
都
子
育
て
支
援

員
研
修
（
地
域
保
育

コ
ー
ス
に
限
る
）
を

修
了
し
て
い
る
方
ま

た
は
保
育
士
の
資
格

を
有
す
る
方

※
資
格
が
な
く
て
も

応
募
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
東
京
都
子
育

て
支
援
員
研
修
（
地

域
保
育
コ
ー
ス
）
の

受
講
が
必
要
で
す
。

１　職員の任免および職員数に関する状況
⑴任命権者別一般職の職員数（令和６年４月１日現在）
　条例上の職員定数は市全体で１,０７５人ですが、実際の定数内職員数は９４６人です。

任命権者 定　数 定数内職員数 定数外職員数 職員数計
議 会 事 務 局 １１人 １１人 １１人
市 長 部 局 ７８８人 ７７０人 １７人 ７８７人
教 育 委 員 会 ２６８人 １５７人 １５７人
選挙管理委員会 ４人 ４人 ４人
監 査 事 務 局 ４人 ４人 ４人
農 業 委 員 会 （ ３人） （３人） （３人）

計 １,０７５人 ９４６人 １７人 ９６３人
※（　）の農業委員会の職員は、市長部局の職員が兼務しています。
※�定数内職員数は、非常勤職員などを除いた人数です。また、定数外職員数は、公益的法人などへの派遣職員
等の人数です。

⑵役職別職員数（令和６年４月１日現在）
　職員の役職別・男女別職員数は、次のとおりです。
①事務・技術系職員

役　職 全　体 男 女
部長および部長相当職 １９人 １６人 ３ 人
課長および課長相当職 ５８人 ５３人 ５ 人
課 長 補 佐 お よ び
課 長 補 佐 相 当 職 ６２人 ４０人 ２２人

係長および係長相当職 １６１人 １０４人 ５７人

主 任 職 ２３９人
（１６人）

１３６人
（１３人）

１０３人
（ ３人）

主 事 職 ３８８人 １７３人 ２１５人

計 ９２７人
（１６人）

５２２人
（１３人）

４０５人
（ ３人）

②技能労務系職員
役　職 全　体 男 女

統括技能長職 ０人 ０人 ０人
技 能 長 職 ４人 ０人 ４人

技能主任職 ３２人
（１０人）

３人
（ ０人）

２９人
（１０人）

主 事 職 ０人 ０人 ０人

計 ３６人
（１０人）

３人
（ ０人）

３３人
（１０人）

※（　）内の人数は、再任用短時間勤務職員の外
書き人数です。

３　職員の人事評価の状況
職員の職務の業績、発揮された能力など
について、毎年、評価を行っています。
人事評価の状況は、次のとおりです。

評 価 の 回 数 １回
評 価 の 時 期 １月
評価対象人数 ９３１人（３３人）

※（　 ）内の人数は、再任用短時間勤務職員の外書
き人数です。

５　職員の勤務時間その他の勤務条件の
　　状況
⑴職員の勤務時間（令和６年４月１日現在）
職員の標準的な勤務時間は、次のとおり
です。

⑵休暇等（令和６年４月１日現在）
職員の休暇等は、年次休暇、病気休暇、公民権の行使、骨髄移植休暇、結婚休暇、
産前産後休暇、育児時間、出産介護休暇、育児参加休暇、生理休暇、妊婦の健診等、
妊婦の通勤緩和、忌引、父母の祭日、災害等による交通遮断、長期勤続休暇、ボラ
ンティア休暇、夏季休暇、子の看護休暇、介護休暇、介護時間などがあります。
なお、年次休暇の令和５年の平均取得日数は、１６.9日です。

勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間
週３８時間
４５分

午前 ８時
３０分

午後 ５時
１５分

正午から
１時間

※保育園、図書館など不規則な勤務に従事する職員
については、勤務時間は週当たり３８時間４５分とな
るように勤務の割り振りを行っています。

※再任用短時間勤務職員の勤務時間は、週当たり３１
時間以内です。

７　職員の分限および懲戒処分の状況
分限処分は、職員の勤務成績がよくない場合、心身の故障のため職務の遂行に支
障がある場合など、公務能率の維持を目的として、本人の意に反してその身分に
不利益な変動をもたらす処分であり、免職、休職、降任、降給の４種類があります。
懲戒処分は、職員が法令に違反した場合、職務上の義務に違反し、もしくは職務
を怠った場合、または全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあった場合に公
務員関係の秩序を維持するため、職員の道義的責任を追及して行う処分であり、
免職、停職、減給、戒告の４種類があります。
令和５年度における新たな処分は、次のとおりです。

区分 分限処分 懲戒処分
免職 休職 降任 降給 免職 停職 減給 戒告

処分件数 ０件 ６8件 ０ 件 ０ 件 ０ 件 ０ 件 ０件 ０件
※処分件数は、延べ件数であり、休職の期間が更新された場合は、そのつど新たな処分が行われたものとし
て計上しています。

８　職員の服務の状況
職員は全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、全力で職務を遂行しなけ
ればなりません。職員が職務を遂行するにあたり守るべき義務は、次のとおりで
す。

区　分 内　容
職務命令等に従う義務 職員は法令等に従い、かつ、上司の命令に忠実に従わなければなりません

信用失墜行為の禁止 職員はその職の信用を傷つけ、または職全体の不名誉となる行為をして
はなりません

守秘義務 職員は職務上知り得た秘密を漏らしてはなりません

職務専念義務 職員は法令上特別の定めがある場合を除くほか、勤務時間中全力で職務
を遂行しなければなりません

政治的行為の制限 職員は政党その他の政治的団体の結成に関与する等の政治的行為をして
はなりません

争議行為等の禁止 職員は争議行為等が禁止されています
営利企業等の従事制限 職員は許可を受けなければ、営利企業等に従事することができません

１０　職員の研修の状況
職員の能力を開発し、公務能率を向上させ、よりよい市民サービスを提供するた
め、さまざまな研修を行っています。

区　分 受講者数 主な研修内容等

東京都市町村
職員研修所

一般研修 １９５人 新任および職層別・経験年数別の研修

実務研修等 ２４４人 法務、情報処理、税務、保健師、技術職、人権啓発、男女
共同参画等

その他派遣研修 １０４人 日本経営協会、市町村職員中央研修所、全国建設研修セン
ター等

市独自研修 １,６１９人
職層別、女性活躍、接遇、男女共同参画・ハラスメント防
止、公務員倫理、労働安全衛生、健康講座、メンタルヘル
ス、人事評価等

９　職員の退職管理の状況
令和６年３月３１日付けで退職した課
長級以上の職員の再就職状況につい
ては、次のとおりです。

再就職状況 人数
市の再任用職員または会計年度任用
職員になった者 ０人

民間企業等に就職した者 ０人

１２　公平委員会の業務の状況
⑴勤務条件に関する措置の要求
　職員は、給与、勤務時間その他の勤務条件に関し、
公平委員会に対して市の当局により適当な措置がと
られるべきことを要求することができます。要求の
状況は、次のとおりです。

⑵不利益処分に関する不服申立て
　職員は、懲戒その他その意に反する不利益な処分を
受けたときは、公平委員会に対して不服申立てがで
きます。申立ての状況は、次のとおりです。

⑶人事管理に関する苦情処理
　職員は、公平委員会に対して勤務条件その他の人事
管理に関する苦情の申し出および相談をすることが
できます。苦情処理の状況は、次のとおりです。

年度中相談件数 ０件
年度中処理件数 ０件
年度末未処理件数 ０件

年度当初係属件数 ０件
年度中申立て件数 ０件
年度中処理件数 ０件
年度末係属件数 ０件

年度当初係属件数 ２件
年度中申立て件数 ０件
年度中処理件数 ０件
年度末係属件数 ２件

⑶職員採用等および退職等（令和５年４月２日〜令和６年４月１日）
　職員の採用等および退職等は、次のとおりです。

令和 ５年
４月 １日
現在

採用等の状況 退職等の状況

令和 ６年
４月 １日
現在

前年度
比較

採用
他団体
からの
派遣戻り

計

退職
他団体
への
派遣

計
令和 ５年 ４
月 ２日〜令
和 ６年 ３月
３１日

令和 ６年
４月 １日 定年 勧奨 普通等

職員
数

９５５人
（３３人） ２５人 １５人

（ １人） １人 ４１人
（ １人） ０人 ８人 ２３人

（ ８人） ２人 ３３人
（ ８人）

９６３人
（２６人）

　８人
（▲７人）

※（　）内の人数は、再任用短時間勤務職員の外書き人数です。

６　職員の休業に関する状況
育児休業は、子を養育する職員の継続的な勤務を促進し、職員の福祉を推進する
ことを目的として、３歳に満たない子を養育するための制度です。
部分休業は、勤務を中断することなく、育児と仕事の継続および両立が図れるよ
う、小学校就学の始期に達するまでの子を養育するため、勤務時間の始めまたは
終わりにおいて、１日を通じて２時間の
範囲内において勤務しないことができる
制度です。
取得状況については、次のとおりです。

区　分 男性職員 女性職員 合計
育児休業取得者数 １５人 ５８人 ７３人
部分休業取得者数 ８人 ６７人 ７５人
※ 取得者数は延べ人数です。

１１　職員の福祉および利益の保護の状況
⑴福利厚生制度
　職員の福利厚生制度として、地方公務員法第４２条の規定に基づき、小平市職員互
助会を設置し、職員の元気回復、その他福利厚生に関する事業を行っています。
この互助会は、職員の会費および市の負担金などで運営されています。

⑵公務災害等
　公務上または通勤途上の災害により負傷などをし
た場合には、地方公務員災害補償基金から一定の
補償が行われます。発生状況は、次のとおりです。

⑶健康診断等
　職員の健康管理のため、毎年、健康診断などを実
施しています。実施状況は、次のとおりです。

区　分 受診者数
定期健康診断 ６５６人
その他検診（※） ３１４人
※ＶＤＴ健康診断、肺がん検診、胃
がん検診、大腸がん検診。

区分 傷病 死亡
公務災害 ９件 ０件
通勤災害 ０件 ０件

４　職員の給与の状況
　（令和６年４月１日現在）
手当を除いて職員に支給される給料の
１人当たりの平均支給月額と平均年齢
は、次のとおりです。

区　分 平均給料月額 平均年齢
一般行政職 ３２９,２８０円 ４０.８歳
技能労務職 ３１５,０５６円 ５７.３歳

※詳しくは、市報こだいら令和 ６年１２月 ５ 日号の「小
平市職員の給与」の記事をあわせてご覧ください。

　また、小平市h（ID８６４４８）からもご覧になれます。

小平市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、令和５年度の人事行政の
運営等の状況を公表します。� i職員課☎042（346）9514

小平市人事行政の運営等の状況
お知らせします

２　職員の競争試験の状況
　職員の採用試験の実施状況は、次のとおりです。

職　種 １次試験実施日 受験者数 採用者数
一 般 事 務

令和 ５年 ４月１９日
～ ５月 ７日

１５９人 ９ 人
一般事務（障がい者対象） ２９人 ０ 人
一 般 技 術（ 土 木 ） １４人 ４ 人
一 般 技 術（ 建 築 ） ７人 １人
学 芸 員 ７人 １人
保 健 師 ６人 ２人
一 般 事 務 令和 ５年 ７月２０日

～ ８月 ６日
１２５人 ５ 人

保 健 師 ５人 １人
一 般 事 務 令和 ５年 ８月２３日

～ ９月１８日
３００人 １２人

一般事務（障がい者対象） ２０人 ０ 人
一 般 技 術（ 土 木 ）

令和 ５年１１月２３日
～１２月 ３ 日

６ 人 １ 人
一 般 技 術（ 建 築 ） ６人 ３人
保 健 師 １３人 １ 人

計 ６９７人 ４０人
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みんなでごみをヘラスンジャー▷「こだいら食べきり協力店」って知ってる？小盛りメニューの
導入や持ち帰り希望者への対応、食べ残しを減らすための呼びかけなど、食品ロスの削減に
取り組んでいる市内のお店なんだ。小平市h（ID１０５７０３）にお店の一覧が載っているよ。

◇�市報が届かないなどの配布のお問い合わせは、（株）小平広告（☎０１２０（９４４）９００）へ（平日の午前
9時〜午後5時）。配布方法、配布場所の詳細は、小平市h（右図QRコード）からご覧になれます。


